
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

よだか

ジャンク

ステーシー

ステーシー

15

陥没

0

煉獄

11
セッカヤナギ

クロッカス

チューリップ

アネモネ

キンモクセイ

バラ

ワスレナグサ

よく似た美しい双子。自分を慕う声。彼らのおかげで、自分は'自分'でいられたんだ。彼らを守るために、自分は刀を手にとったんだ。

いつでも強くまっすぐなその人の背中をずっと見ていた。ずっとずっと、隣に並べることが、光栄であり誇りだった。

忘れてしまいそうなとき、全部失ってしまいそうなとき、一人じゃなかったから。その人の綺麗なまっすぐな瞳が好きだった。

子どもだけの国を作ろう。傷だらけの身体で、両親の血に濡れた腕で、幼い妹弟を抱きしめた。ただ二人を守りたかった。いつからか大勢の逃げた子どもが集まってきて…なんのことはない、あの場所は、僕たち兄弟の三人の、逃げ場所だった。 

何人も何人も殺した。失敗作を壊した。それはあの子達を守るため、自分を守るため。いつかもう一度出会う彼を探すため。躊躇いなんてものはなかった。躊躇う意味もなかった。自分が刀を振るう理由は、大事な妹弟のためだったのだから。…これは、自分が死んだ後、繰り返してきた、記憶だ。 

痛みなんてもう感じない。彼は無事に、逃げられたんだろうか。頭が、いたい。『失敗作のお人形』声が聞こえた。そのまま、意識は途絶えた。

どうか忘れないで、どうか覚えていて

2 1 3

2 0 2

0 0 0

たからもの

清十郎

椿

枝垂

蕾火

依存

友情

保護

恋心

友情

3

4

3

4

3

3

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

独占→保護

ポジション

メインクラス

メインクラス

メインクラス

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

半壊

庇う

死人の流儀

肉の盾

のうみそ

めだま

あご

カンフー

こぶし

うで

かた

紅燕

有刺鉄線

写真

せぼね

はらわた

はらわた

軍服

こころ

ほね

ほね

あし

オート

ダメージ

ジャッジ

ダメージ

オート

オート

アクション

オート

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

ダメージ

オート

アクション

オート

オート

ダメージ

オート

アクション

アクション

ジャッジ

なし

0

効果参照

0

2

なし

2

1

4

2

0

1

1

なし

3

3

1

自身

0～1

0～1

0～1

0

自身

0

0

自身

0

自身

自身

自身

自身

自身

自身

0

バトルパートにおけるターン終了時、「たからもの」を破損した際、いずれも狂気点の増加を受けない。

ダメージを肩代わりする

パーツを１つ破損。支援２か妨害２

ダメージの付属効果を全て打ち消す

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値+１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃２+切断

白兵・肉弾ダメージ+１

次カウントで使うアクション１つのコスト-1

防御２

最大行動値+１

移動１

移動１

妨害１
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